
















要約:東京都中央区内の区立保育所、区立幼稚園の検診時点で満 6 歳の幼児について、う

蝕罹患状態とその幼児の管轄保健所であろ中央保健所での現在までの歯科保健事業への参

加状況および受けたう蝕予防処置の内容との関連を調査した。また、岩手県平泉町の町立

保育所と幼稚園の検診時点で満 5歳の幼児について同様にう蝕罹患状態と町の保健センタ

ーで実施している歯科保健事業への参加状況およびう蝕予防処置の内容との関連性を調査

し、以下の結果を得た。

○中央区

1)検診受診回数とう触予防処置(フッ素塗布、フッ化ジアンミン銀塗布)回数は保育所児よ

り幼稚園児の方が多く受けていた。

2)う蝕罹患状態は、保育所児と比べて幼稚園児で高い傾向にあった。

3)3 歳から現在までの検診受診回数と現在の乳犬歯、第 1、第 2 乳臼歯での一人平均 dmf

歯数および一人平均dmf 歯面数の間には統計学的に有意な負の相関が認められた。

○平泉町

1)う触予防処置回数および検診受診回数を見ると、1 歳半までのフッ素塗布回数では保育

所児の方が有意に多く、3 歳から現在までのフッ化ジアンミン銀塗布回数では逆に幼稚園

児の方が多かった。その他のう蝕予防処置、検診受診回数では明らかな差は認められなか

った。

2)う蝕罹患状態は保育所・幼稚園の間で差は認められなかった。

3)3 歳までは勿論のこと・ 3歳以降でもフッ素塗布はう蝕予防に有効であった。


